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一
般
選
挙
後
、
は
じ
め
て
の
議
会
が

五
月
四
日
開
か
れ
た
。

当
日
は
、
新
人
議
員
が
五
人
、
元
議

員
一
人
と
い
う
最
近
で
は
例
の
な
い
議

会
で
あ
っ
た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
、
最

年
長
者
で
あ
る
樋
口
忠
義
さ
ん
が
臨
時

議
長
と
な
り
、
会
期
を
一
日
と
決
め
、

議
長
に
石
沢
多
佳
樹
さ
ん
、
副
議
長
に

東
出
昇
さ
ん
、
議
会
選
出
監
査
委
員
に

西
村
福
男
さ
ん
を
選
び
、
各
常
任
委
員

の
指
名
、
同
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選

挙
、
そ
の
他
一
部
事
務
組
合
議
員
を
選

挙
し
、
十
一
時
に
閉
会
し
た
。

今
回
議
員
に
当
選
さ
れ
た
人
た
ち
の

平
均
年
令
は
四
十
七
歳
で
、
前
回
の
平

均
年
令
四
十
九
歳
か
ら
み
る
と
匸

一
歳

も
若
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
平
均

年
令
は
、
郡
下
で
も
県
下
で
も
若
い
方

で
あ
る
。

こ
の
若
い
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
村
民

に
公
約
し
た
こ
と
を
果
た
す
た
め
、
今

後
の
議
会
で
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

”

各
常
任
委
員
長
と
副
委
員
長
及
び
委

員
が
、
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
敬
称
省
略
）

委
員
長
奈
良
兼
太
郎
、
副
委
員
長
長
後

雄
ミ

委
員
石
沢
多
佳
樹
、
東
出
昇

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
木
部
惣
太
郎
、
副
委
員
長
吉
田

順
一
、
委
員
樋
口
忠
義
、
大
石
健
次
郎

土
木
建
築
常
任
委
員
会

委
員
長
松
沢
勝
雄
、
副
委
員
長
大
畑
勝

義
、
委
員
川
畑
寅
吉
、
田
中
徳
太
郎

産
業
経
済
常
任
委
員
会
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の
機
関
の
審
議
を
と
お
し
て
実
現
に
努

力
致
し
ま
す

。

皆
さ
ん

の
暮

ら
し
の
中
に
、
村
政
で

解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
が
ら

は
、
ど
し

ど
し

話
し
て
く
だ
さ

い
。
そ

／
Ｉ
Ｉχ

’ｔ

れ

に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の
望
ま
し

い
村

づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

以
上
、
簡
単
、
素
直

に
私
の
信
念
を

申
し
の

べ
て
就
汪
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致

し

ま
す
。

前
村
長

渡
辺

幸
定

私
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
三
十
日
就
任

本
年
四
月
二
十
九
日
で
四
期
十
六
年
の
任

期
満
了

と
な
り
、
同
日
退
職
し
ま
し
た
。

在
任
中

、
村

民
皆
さ
ん

か
ら
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
ご
厚

意
に
対
し

て
は
、
衷
心

か
ら
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

退
任

に
あ
た
っ
て
、
心
か
ら
村
民
皆

さ
ん
の
将
来
の
ご
多
幸
と
村

の
発
展
を

祈
念
致
し
ま
し
て
退
任
の
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

村

誌
上

巻
発
行

さ
れ
る

二
千
円
で
頒
布
し
ま
す

明

治
百

年

記

念
事

業

と

し

て

、

昭

和

四

十
三

年

に

計
画

さ

れ
た

佐

井

村

誌

の

上

巻

が

こ

の

ぽ

ど
発

行

さ
れ

た

。

わ

が

村

の

歴

史

は

、
凡

そ

数

子

年

前

の

縄

文

式

時
代

か

ら

と
言

わ
れ

て

い
る

そ

れ

は

、

村
内

至

る

と

こ
ろ

か

ら

出

土

す

る
石

器

、

土

器

に

よ

っ

て
推

定

さ
れ

る
か

ら

で

あ

る

。

こ

の
歴

史

の
古

い

わ

が
村

に
は

、

数

多

く

の

史

跡
や

文

献

な

ど
が

あ

り

、

今

で

は

、

こ

れ
ら

が
村

の

歴

史

を

知

る

唯

一

の

貴

重

な
資

料
と

な

っ

て

い
る

。

こ

の

よ

う

な

貴

重

な
も

の
を

、
後

丗

に

つ
た

え

る

た

め

、

昭
和

十

二

年

に

郷

土

史
家

で

あ

る

笹

沢

魯

羊

氏

が

佐
井

村

詰
を

編
纂

し

た

が

、

時

の

流

れ

と

と

も

に
だ
ん
だ
ん
そ

の
姿
を

消
し

て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
わ
が
村
の
古
を
た
ず
ね
、

新
し
き
を
知
っ
て
お
こ
う
と
今
回
の
村

詰
の
編
纂
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

幸
い
、
東
奥
日
報
社
の
尾
崎
竹
四
郎できあがった村誌

さ
ん
、
国
立
弘

前
大
学
の
小
見
山
喜
八
１

郎
さ
ん
、
工
藤
睦
男

さ
ん
方
が
こ
の
仕

事
を
分
引

き
受

け
く
だ
さ

る
こ
と
に
な

り
、
村
内

有
識
者
の
応
援
で
作
業
を
進

め
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十
三

年
に
着

手
し
、
三

年
の
歳
月
を

経
で
こ
の
四

月

匸
（

に
出
版
記

念
式
を
行
な
っ
た
。

二
の
村
誌
上

巻
の
内
容
は
、
第
一
章

村
の
あ

ゆ
み

’（

先
史
時
代
、
歴

史
時
代

教
育

編
、
社
会

編
）
、
第
二

章
自

然

４

（
概
観
、
各

論
、
自
然
と
人
間

）
二

兎

三

章
村
の
生
活
か
ら
な
っ
て
お
り
、
写

真
も
豊
富
に
と
り
入
れ
て
い
ま
す
。

二
の
上

巻
は
一
冊
二
千
円
で
頒
布
し

ま
す
か
ら
、
希
望
者
は
総
務
課
に
申
し

込
ん
で
く
だ

さ
い
。

最
後
に
、
村

誌
発
行
に
あ
た
っ
て
、

貴
重
な
資
料
を
提

供
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
と
、
執
筆
に
あ
た
ら
れ
た
皆
さ
ん

に

厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

村 誌 出版 記念 式光 景

行
政
相
談
員
に

太
田
俊
勇
氏

行
政
管
理
庁
で
は
、
四
月
一
日
に
古

佐
井
の
太
田
悛
勇
さ
ん
を
行
政
相
談
委

員
に
発
令
し
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
こ
と
で
、
お
困
り
の
方

は
、
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
は
、
「
行
政
管
理
庁

長
官
」
か
ら
行
政
相
談
業
務
の
委
嘱
を

受
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ

無
料
で
秘
密
を
守
り
、
親
身
に
な
っ
て

お
世
話
い
た
し
ま
す
。
相
談
の
方
法
は

口
答
、
電
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結

構
で
す
。

例
え
ば
、

△

恩
給
、
年
金
、
そ
の
他
種
々
の
申

請
な
ど
に
つ
い
て
、
申
請
後
役
所
か

ら
何
ん
の
通
知
も
な
い
。

△

作
業
中
け
が
し
た
が
、
賃
金
も
休

業
補
償
も
貰
え
ず
困
っ
て
い
る
。

△

豚
や
鶏
の
悪
臭
に
困
っ
て
い
る
。

△
道
路
や
側
溝
が
破
損
し
て
困
っ
て

い
る
。

△

バ
ス
の
時
間
が
汽
車
と
の
連
絡
に

悪
く
困
っ
て
い
る
。

乙

国
有
地
（
用
水
路
、
農
道
等
）
の

払
下
げ
を
促
進
し
て
欲
し
い
。

△

農
地
、
森
林
、
土
地
改
良
、
河
川

戸
籍
、
登
記
、
児
童
福
祉
、
身
障
者

福
祉
、
電
話
、
郵
便
、
煙
草
、
電
気

消
費
者
保
護
、
自
賠
法
、
そ
の
他
役

所
ま
た
は
特
殊
法
人
（
公
社
、
公
団



公

庫
等
）
な
ど
、
所
所
の
仕
事

に
つ

い
て

○

テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な

い
。

○

納
得
で
き
な
い
。

○

こ
う
し
て

ぽ
し

い
。

○

不

親
切
だ
。

○

ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

な
ど
の
苦

情
や
相
談
、
意
見
等
が
あ
る

が
、
ど
う

も
関
係
の
役
所
へ

は
申
し
出

に
く
い
と
か
、
ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
の
相
談
相

手
に
な
っ
て
、
手
続
き
を
教
え
た
り
、

関
係
の
役
所
に
通
知
、
連
絡
し
解
決
を

促
進
し
た
り
、
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
行
政
監
察
局
に
通
知
し
解
決
を
図

っ
て
い
ま
す
。

お
困
り
の
方
は
、
是
非
行
政
相
談
委

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
も
所
得
税
の
減
税
を
中
心
に

税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

１

所
得
税
で
は
、
給
与
所
得
控
除
を

は
じ
め
各
種
の
所
得
控
除
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
ま
た
、
青
色
申
告
者
に

つ
い
て

青
色
事
業
主
特
別

経
費
準
備
金
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

２

相
続
税
、
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除

な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３

公
害
対
策
や
資
源

開
発
対
策
、
企

業
体
質
の
強
化
な
ど
に
役
立
て

る
た
め

の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

４

交
際
費
に
対
す
る
課
税
が

強
化
さ

れ
ま
し
た
。

一

所
得
税
で
は
、
各
種
の
所
得
控
除

が
次
の
よ
う
に
引

き
上

げ
ら
れ
ま
し
た

剛
所
得
接
除
の
引

き
上

げ

（

改
正

）

（
現
亘

基
礎
控
除

十
九
万
円

十
八
万
円

配
偶
者
控
除
十

九
万
円

十
八
万
円

扶

養
控
除

十
三
万
円

十
二
万
円

ぼ
給
与
所
得
控
除
の
定
額
控
除

が
十
万

円
か
ら
十
三
万
円

に
。・

③

障

害
者

、

老

年

者

、

寡

婦

、
勤

労
学

生

の

各

控
除

が
そ

れ

ぞ

れ
十

万

円

か

ら

十

一
万

円

に

、
特

別

障

害

者
控

除

が
十

四

万

円

か
ら

十

五
万

円

に

。

圃

配

偶
者

の

い
な

い
世

帯

の

一

人
目

の

扶

養

親

族

に

つ

い
て

の

扶

養
控

除

が

、

十
三

万

円

か
ら

十

四

万

円

に

。

㈲

白

色

申
告

者

の

専

従

者
控

除

が
十

五

万

円

か

ら
十

七

万

円

に

。

㈲

青

色

申
告

者

に

つ

い
て

青

色
事

業

主

特

別

経

費
準

備
金

が

新

設

さ

れ

、

毎
年

の

事
業

所

得

の
五
％

相

当

額

（

最
高

十

万

円

）
を

限

度

と

し

て

、

青

色
事

業

主

特

別

経

費
準

備
金

へ

繰

り

入

れ
た

金

額

は

、

必
要

経
費

と

な

り

ま

す

。

閇

配
偶

者

控

除
や

扶

養

控

除

が

で

き

る

所

得

限

度

が

次
の

と

お

り

引

き
上

げ
ら

れ

ま

し
た

。

（

改
正

）

（
現

行

）

給
与

所

得
な

ど

十
五

万

円

十

万

円

資

産
所

得
な

ど

十
万

円

五

万

円

㈲

サ

ラ

リ

ー

マ
ン

で

、

給

与
以

外

の
所

得

が
十

万

円

（
現

行

五
万

円
ｙ

ま

で

の

人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

㈲
山
林
所
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得

の
特
別
控
除
額

が
、
三
千

万
円

か
ら
四

十
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し

た
。

む
つ
税
務
署

転
居
届
は
郵
便
局
に
も

迸

い
子
郵
便
”
を
な
く
そ
う

毎
年
進
学
、
卒
業

、
就
職
、
転
勤
な

ど
で

、
郵
便
局
に

”迷

い
子
郵
便
匸

か

出

て
困
っ
て

い
ま
す
。

”迷

い
子
郵
便
”
を

な
く
す
た
め
、

次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１

郵
便
局
へ
転
居
届

を

転
居
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
郵
便
局
へ

転
居
届
を
出
し
て

注

い
子

郵
便
”
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

転
居
届

が
出

さ
れ
る
と
、
郵
便
局
で

は
、
旧
住
所
に
来
だ
郵
便
を
そ
の
後
一

年

間
新
住
所
に
転
送
し
ま
す
。
転
居
届

が
出

さ
れ
て

い
ま
せ
ん
と
、
郵
便
は
差

出
人

に
返

送
さ
れ
ま
す
。

転
居
届
の
用
紙
は
郵
便
局
の
窓
口
、

役
場

に
も
備
え

る
よ
う
に
依
頼
し

て
あ

り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２

表
札

と
郵

便
受
箱
を
必
ず

新
新
註
所
あ
て
の
郵
便
物
が
間
違

い
な

く
配

達
さ
れ

る
よ
う
、
新
居
に
は
、
家

族
全
員
の
氏
名

が
は
っ
き
り
わ
か
る
表

札
を
掲
示
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
雨

の
日
で
も
大
切
な
郵
便
物
が
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
、
大
型
の
郵

便
物
も
入

る
標
準
ｙ

規
格
の
郵
便
受
箱
も

い
っ
し

よ
に
設
置

し
て
く
だ

さ
い
。

現
品
は
郵
便
局
で

お
世
話
し
ま
す
。

値
段
は
七
〇
〇
円
で
す
。

３

住
所

は
正
し
く

新
し
い
住
所

か
ら
郵
便
を
出
す
と
气

に
は
、
差
出
人
の
住
所
を
正

確

に
、
郵

便
番
号
も
正

確
に
書

い
て
く
だ

さ
い
。

佐
井
郵
便
局

献
血
推
進
だ
よ
り

三
月
二

九
日
研
修
所
で
献
血

推
進
協

議
会
が
開
か
れ
、
四
六
年

度
の
新
役
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
四
六
年
度
の
献
血
事
業

計
画
に

つ
い
て
話
し
合

い
、
今
年
度
は

七
月
、
一
〇
月

、
三
月
に
移
動
採
決
車

が
来
村
し
て
献
血
を
行
な
う
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
ぼ
か
、
「
献
血
に
つ
、

い
て
」
む
つ
保
健
所

次
長
。か
ら
の
講
演

が
あ
り
、
熱
心
に
討
論
さ
れ
た

。

献
血
推
進
委
員
（
敬
称
省
略

）

会

長

助
役
宮
川
年

晴
、
委
員
佐
井

営

林
署
管
理
官
佐
々
木
清
太
郎
、
消
防
団

長
藤
田
貞
雄
、
山
本
秀
夫
、
西

谷
豊
彦

婦
人
会
長
三
戸
き
み
、
季
節
労
務
者
協

議
会

副
会
長
宮
川
智
、
青
年
団

長
宮
川

尚
。三
月
三
〇
、
三

一
日
に
行
な

わ
れ
た

献
血
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
た

い

へ

ん
良
い
成
績
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
一
度
も
採
血
さ
れ
た
こ

と
の
な
い
人
は
、
健
康
に
留
意
し
次
の

機
会
に
献
血

に
参
加
さ
れ
る
よ
う

お
頼

い
し
ま
す
。

献
血
状
況

受
付
数
二

‐‐
○
人
、
採
血
占
一
六
八

人
、
県
下
四

位
。

声

・

国
定
公
園
の
南
方
に
あ
る
牛
滝
は
公

園
の
南
玄
関
で
あ
り
、
こ
の
玄
関
か
ら

出
入
り
し
て
い
る
人
々
の
多
く
い
わ
れ

る
こ
と
は
、
「
不
潔
」
で
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

漁
村
で
あ
り
、
漁
港
で
あ
っ
て
も
、

利
己
的
な
考
え
さ
え
な
け
れ
ば
、
他
に

利
用
出
来
る
所
も
十
分
あ
る
か
ら
、
防

波
堤
に
ど
ろ
だ
ら
け
の
臭
気
は
な
は
だ

し
い
網
を
置
い
た
り
、
港
内
で
洗
っ
た

り
、
使
用
不
能
の
網
具
を
港
内
に
捨
て

る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
ば
か
引
で

な
く
、
港
湾
法
に
も
ふ
れ
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
特
に
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
港
内
で
コ
ー
ル
タ
ー

ル
作
業
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
地

元
漁
民
に
迷
惑
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く

旅
行
者
の
衣
類
、
は
き
物
、
荷
物
等
に

付
着
し
、
旅
行
者
に
と
っ
て
も
迷
惑
は

な
は
だ
し
い
こ
と
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
上
り
下
り
の
定
期
船

に
乗
る
人
、
荷
物
の
陸
揚
等
に
コ
ー
ル

タ
ー
ル
の
不
潔
物
が
付
着
す
る
の
で
、

陟
揚
に
困
る
事
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
煮
干
コ
ー
ナ
ゴ
製
造

者
も
、
不
潔
に
し
た
り
、
臭
気
の
な
い

よ
う
注
意
を
払
う
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

旅
行
者
を
よ
ろ
こ
ん
で
迎
え
る
た
め

と
、
郷
土
を
美
し
く
す
る
た
め
に
。

一

住

民



友

達

三
位

磯
谷
中
三

福
田

一
徳

友

達
と
は
、

い
っ
た
い
な
ん

だ
ろ
う

た
だ
、
二

人
、
三
人

、
四
人
と

グ
ル

ー
プ
に
な
っ
て
、
う
わ
べ
だ

け
を
話
し

合
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
い
や
そ
ん
な
も

の
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。

一

ぼ
く
は
、
か
た
が
い
が
理
解
し
、
信

・
頼
す
る
こ
と
が
で

き
る
仲
に
な
っ
た
時

は
じ
め
て
友

達
と

い
え

る
と
思
う
。

み
な
さ
ん

は
、
今
、
友
達
を
何
人
く

ら
い
も
っ
て
い
ま
す
か
と
聞
く
と
、
た

い
て
い
の
人

は
、
何
人
何
十
人
と

い
っ

ぱ
い
も
っ
て
い
る
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

友

達
を

い
っ
ぱ
い
も

つ
こ
と
は
た
い

へ
ん
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し

、
ぼ
く
は
、
そ
の
中

で
も
自
分

が
一
番

話
し
や
す

い
人
、
自
分
の
気
持

を

一
番
理
解
し
て
く
れ

る
人
、
そ
う
い

う
人

が
い
て
も

い
い
と
思
う

。

あ
る
時
、
ぼ
く
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ

‐‐
つ
だ
。
ぼ
く
が
青
森
の
新
城
中

学
校
に

通
っ
て

い
た
こ
ろ
の
こ
と
だ

っ
た

。

ぼ
く

の
友
達
に
一
戸
君

が
い
た

。

中
間
テ
ス
ト
に
な
る
と
、

ぼ
く
は

い

つ
も
成
績
が
悪
く
先
生
に
お
説
教

ば
か

り
く
わ

さ
れ
て

い
た
が
、

匸
尸
君
も
あ

ま
り
頭
の
良

い
方
で
は
な
か
っ
た
の
で

ば
く
と
同
じ
に
お
こ
ら
れ
た

一
人
で
あ

っ
た
。

二

人
が
い
っ
し

ょ
に
家
へ
帰

っ
た
あ

る
日
、
ぼ
く

は
一
戸
君

に
「
お
め
、
め

ん
じ
テ
ス
ト

に
な

ば
成
績
わ
り
な
。
」
と

言
う
と
、

コ
尸
君
は
「
お
め
ご
そ
テ

ス

ト
わ
り
ふ
て
プ
と

囗
を
か
え
し
た
。

ぼ
く

は
、
「
な
に
、
お
め
ご
そ
テ

ス

ト
わ
り

ふ
て

先
生
に
お
ご
ら
い
だ
く

せ

に
。」
と
言
っ
て
や
っ
た
ら
、
一
戸
君
も

「
お
め
だ
っ
て
テ
ス
ト
わ
り
ふ
て
先
生

に
た
だ

が
い
た
く
せ
に
。
」
と
言
っ
た

。

ぼ
く
は
、
「
な
し
た
て
こ
の
は
げ
頭
こ

の

。」
と
言
う
と
、

匸
尸
君
も
「
な

に
、

こ
の
チ
ャ
ッ
ケ
」
と
言
っ
た
。

ば
く
は
、

い
つ
も
気
に
し

て
い
た
体

が
小
さ

い
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
、
ち

ょ
う

ど
そ
ば
に
あ
っ
た
細
長
い
棒
で
一

戸
君
の
足
を
思
い
っ
き
り
だ
た

い
た
。

す

る
と

Ｉ
戸
君
も
ば
く
の
頭
を
思

い
っ

き
り
な
ぐ
っ
た
の
で
、
と
っ
く
み
合

い

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時

、
通
り
か
か
っ
た

先
生
が
と
め
て
く
れ

た
。

ぼ
く
は
、
「
お
い
、
お
ぼ
え
て
お
げ

あ
し
た
ま
だ
ふ
た
い
で
け
し
て

ブ
と
言

っ
て
や
っ
た
ら
、
一
戸
君
も
「
お
め
ご

そ
、
あ
し
た
な
ぐ
な
よ
。
」
と
言
っ
て
帰

っ
て
し
ま
っ
た

。

そ
の
晩
、
と
こ
の
中
に
入
っ
て
ね
よ

う
と
し
た
が
、
今
日
け
ん
か
し
た
こ
と

が
頭
に
入

っ
て
な
か
な
か
ね
む
れ
な
い

の
で
す
。

「
わ
、
あ
の
時
、
棒
で
た

た
い
た
か
ら

わ
の
方
わ
り
ん
で
ね
び
が
。
」
ま
た
、

「
わ
、
あ
の
時

棒
で
た
だ
が
ね
ば
、
け

ん
か
に
な
っ
て

い
な

か
っ
た
か
も
し
れ

ね
の
に
。
」
な
ど
と
い
う
後
悔
が
心
の

尨

に
の
し
か
か
っ

て
く

る
の
だ
。

そ
れ
か
ら
は

、
家
へ
も

い
っ
し
ょ
に

儚
ら
ず
、
休
み
時
間
で
も
二
人
が
合

う

と
、
ジ
ロ
ッ
と
見

る
だ
け
で
通
り
す
ぎ

る
の
だ
。

こ
う
い
う
こ

と
で
は
、
か
た
が
い
が

毎
日
不
愉

快
な
気

持
で
す
ご
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
し
、
ま
た
、
か

れ
と
の
仲
が
だ
ん
だ
ん
は
な
れ
て
い
く

よ
う
に
思

わ
れ
た
の
で
、
ぼ
く
は
、
あ

す
か
れ
に
あ
や
ま
ろ
う
と
決
心
し
た
。

次
の
日
二

字
校
へ
行
く
途
中
偶
然
か

れ
に
出
合

っ
だ
の
で
、
ぼ
く
は
思

い
き

っ
で
一
戸
君
に
「
こ
の
あ

い
だ
ふ
た
い

で
悪

か
っ

た
。

ゆ
る
し
て
き
ょ
え
。
」
と

言
う
と
、

コ
尸
君
は
、
あ
ん
が

い
あ
っ

さ
り
「
わ

の
方
わ
り
ん
で
ゆ
る
し
て
き

よ
。
」
と
た

が
い
に
あ
や
ま
り
、
ぼ
く
達

は
前
と
同

じ
な
ん
で
も
話
し
合

え
る
仲

と
な

っ
た

。

そ

の
晩
、
ご
飯
を
食
べ
た
あ
と
朝
の

こ
と
を
思

い
だ
し
、
友

達
っ
て
い
い
も

ん
だ
な
あ
と
思
っ
て
、
も
う

一
度

”友

達
”
と

い
う
字
を
辞
書
で
調
べ
た
。

そ
れ

に
は
、
「
多
く
の
友
。
友
人

。」
と

書
い
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
親
友

と
い
う

字
を
ひ

い
て
み
た
ら
、
「
心
の
友
」

と

書
い
て
あ
っ
た
。

こ
う

い
う
こ
と
か
ら
、
ば
く
が
考
え

る
に
は
、
友
達
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
、

い
や
死
ぬ
ま
で
も
話
し
合
え

る
相
手
を

言
う
の
だ
と
思
っ
た
。
ま
た
、
け
ん

か

を
し
た
時
、
自
分
か
今
何
を

ど
う

す
れ

ば
い
い
ぐ

｀’
ま
よ
っ
て
ぃ
る
時
、
ま
た

進
路
に
っ
い
て
も
気
ら
く
に
相
談
で
き

る
相
手
を
一
人
で
も
も
っ
と

い
う
こ

と

は
、
た

い
へ

ん
大

切
だ
と
思
う
。
そ
の

点
、
ぼ
く
と

コ

尸
君
は
親
友
と
言
え
る

と
巴
う
。

ぼ
く
は
父
の
仕
事
の

関
係
で
磯
谷
に

転
校
し
た
。

青
森
に
は
、
一
戸
君
も
お
り
、
何
か

と
困
ま
っ
て
ぃ
る
こ
と
が
あ
る
と
、
手

紙
で
相
談
し
て
い
る
が
、
身
近
な
所
に

も
そ
う
ぃ
う
親
友
を

持
ち
た

い
と
思
っ

て
い
た
。

磯
谷
に
来
て
五
ヵ
月
、
よ
う
や
く
ぼ

く
に
も
磯

谷
の
親
友
が
見
つ
か
っ
た
よ

う
に
思
っ
て
い
る
。

か
れ
は
、
ば
く
が
就
職
す
る
か
進
学

す
る
か
で
両
親
と
意
見

が
合

卜
ず
こ
ま

っ
て

い
る
時
、
か
れ
は
自
分
の
考
え
を

卒
直
に
の
べ
、
ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
が

ん
ば
ろ
う

と
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
。

ど
ん
な
小
さ
い
こ
と
で
も
、
良

い
こ

と
は
良

い
、
悪

い
こ
と
は
悪

い
と
言
う

か
れ

に
、
ぼ
く

は
頭
が
さ
が
っ
だ

。

み
な

さ
ん
、
こ
の
機
会
に
友
達
の
本

当
の
意
味
を
考
え
、
真
の
友
を
作
る
よ

う
に
努
力

し

よ
う

で

は

あ
り

ま
せ

ん

か
。

心

の

泉

こ
の
た
・
び
匿
名
で
、

次
の
俳
句
な
ど
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
中

で
は
、
ま
だ
数
多
く
作
っ
て
い
る
人
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

ど
し

ど
し
お
よ
せ
く
だ

さ
い
。
。

ｌ

ｐ

川

祁

低
所
得
た
ま
の
デ
イ
ト
も
彼
女
も
ち

議
員
さ
ん
こ
の
時
ば
か
り
は
低
姿
勢

橋
造
り
雪
ど
け
ま
っ
て
着
工
す

古
々
米
も
あ
わ
れ
や
家
畜
の
エ
サ
に
な
り

俳

句

野
に
山
に
ふ
き
の
と
う
つ
む
わ
ら
べ
か
な

こ
ず
え
で
も
春
を
告
げ
る
二
重
奏

つ
く
し
ん
ぼ
先
を
あ
ら
そ
い
顔
を
出
す

蕗
の
と
う
潮
荒
れ
ざ
ら
つ
く
双
つ
の
掌

大
石
健
次
郎
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委
貧
登

蔘

今
年
度
か
ら
、
地
域
保
健
衛
生
の
向

上

を
は
か
る
た

め
、
次
の
人
達
の
協
力

で
保
健
衛
生

協
力
委
員
が
発
足
さ
れ
た

三

月
二
九
日
、
研

修
所
に
む
つ
保
健

所
次
長
を

お
招

き
し
て
委
員
会
が
開
か

れ
、
今
年

度
の
衛
生
事
業
に
つ

い
て
討

論
さ
れ
、
次
の
活
動
方
針
を
決
め
た
。

１

結
核
住
民
検
診
へ
の
協
力

２

成
人
病
の
予
病
対
策
と
し
て
、
集

団
検
診
の
呼
び
か
け
。

３

ゴ
ミ
、
力
、
（

エ
等
汚
染
地
域
の

把
握
。

保
健
衛
生
の
い
ろ

い
ろ
な
相
談
や
苦

情
が
あ
っ
た
ら
、
役
場
民
生
課
ま
た
は

委
員
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

Ｏ
保
健
衛
生
協
力
委
員

大
佐
井

宮
野
ゆ
み
（
仲
町
）
、
小
笠

原
ト
シ
（
新
町
）
、
加
賀
亀
水
重
（
浜

町
）
、
坂
井
り
せ
（
台
場
）
、
七
戸
な

よ
（
浦
町
）
、

古
佐
井

渡
辺
み
な
（
浜
町
）
、
中
郷

は
る
ゑ
（
川
原
町
）
、
大
坂
き
ね

容

地
町
）
、
小
沢
ま
り
（
吉
岡
）
、
坂
井

よ
ね
（
み
ど
り
町
）
、
鈴
木
恵
子
（
中

道
）
部
落
は
総
代
と
婦
人
会
長

山
火
事
防
止
に
つ
い
て
お
願
い

去
る
四
月
四
日
、
古
佐
井
山
国
有
林

で
発
生
し
た
山
火
事
に
は
、
早
速
現
地

に
駆
け
付
け
て
消
火
に
あ
た
ら
れ
、
お

か
げ
さ
ま
で
大
事
に
至
ら
ず
に
す
み
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
井
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
山
ま

た
山
で
、
一
度
山
火
事
が
発
生
す
る
と

永
年
の
間
丹
精
こ
め
て
育
て
九
大
切
な

造
林
地
が
、
一
瞬
に
し
て
灰
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
隣
り
の
岩
手
県
で
は
、

人
家
ま
で
延
焼
し
て
大
変
な
こ
と
に
な

っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

春
の
乾
燥
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
恐

ろ
し
い
山
火
事
が
た
ば
こ
の
吸
が
ら
や

マ
ッ
チ
、
焚
火
の
不
始
末
な
ど
の
チ
ョ

ッ
ト
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
す
る
の
が

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
高
い
率
を
占

め
て
い
ま
す
。

最
近
の
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
で
、
佐
井

を
訪
れ
る
観
光
客
が
年
々
多
く
な
り
、

入
林
者
に
よ
る
山
火
事
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
営
林
署
で
は
、
役
場
、
消
防
団
、

警
察
署
等
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
郷

土
の
山
を
「
恐
ろ
し
い
山
火
事
か
ら
守

る
」
た
め
に
努
め
て
お
り
ま
す
か
ら
、

今
後
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

佐

井

営

林

署

火

の

始

末

人
に
た
の
む
な

ま
か
せ
る
な

・
井

村
消

防

団

消 防 信 号

戸

籍
の
窓
口

五
月
匸
百

現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う

真

鍋

静
夫
（
英
夫
）
川

目

畠
中

剛
（
豊
之
）
大
佐
井

田
中

正

喜
（
正

栄
）
福

浦

奥
本

大
志

（
好

勝
）
大
佐
井

大
畑

幸
治
（
清
栄
）
古
佐
井

阿

部

貴
幸
（
竹
正

）
野

平

長
谷
川

享

匸

厳

）
牛

滝

坂
井

一
大
（

武

）
牛

滝

田
中

カ
ナ
子
（

隆

）
福

浦

伊

藤

輝
貴
（
義
美
）
古
佐
井

石
里一

大
志
（
清
三

郎
）
原
田

若

山

建
一
（

弘

）
古
佐
井

大
石

光
仁
（
光
明
）
長

後

田
中

寿
春
（
与
蔵
）
磯

谷

ご
結
婚
お
め
で
と
う

伊
藤

文
雄

東
根
市

浜
野

久
子

矢

越

大
沢

輝
男

十
和
田
市

大
畑
ひ
ろ
子

古
佐
井

若
山

一
雄

古
佐
井

飯
田

ス
ミ

塩
川
町

米
沢

一
豊

原

田

三
上

て
る

黒
石
市

工
藤

良
次

青
森
市
ヽ

木
下

長
子

長

後

東
出

巌

川

目

福
田

秀
子

磯

谷

田
村

孝
三

上

川
町

山
光

ノ
子

古

佐
井

價
悍

ぴ

神
パ
巾

削
浜
く
に
み

磯

谷

小
笠
原
敬
一

祁
南
村

倔
川
い
ち
戸

人
佐
井

広
井

幸
雄

古
佐
井

一
本
柳
正

子

大
畑
町

渋
田

昌
平

古
佐
井

松
尾

祐
子

大
畑
町

武
井

誠

筑
波
町

笙
沢
津
津
子

原

田

甲
村

昭
夫

大
佐
井

僵
村
き
く
ゑ

広
尾
町

辻

毅
一

大
佐
井

早
野

敏
子

逗
子
市

松
原

良
賈

大
佐
井

鏡

美
佐
保

東
京
都

西
村

信
信

東
京
都

田
中
あ
き
ゑ

福

浦

川
岸

建
吉

犬
佐
井

伊
東
キ
ョ
子

松
前
町

豊
田

春
雄

相
模
原

市

瀬
原

み
や

大
佐
井

紀
伊

義
昭

古
佐
井

佐
伯

洋
子

浦
和
市

岡
林

武
敏

旭
川
市

品
田

玉
枝

大
佐
井

浜
田

節
雄

上
ノ
国
町

福
田

た
っ

大
佐
井

館
脇

俊
逸

矢

越

宮
川

則
子

矢

越

ご
逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

真
鍋

静
夫
（
英

吉

川

目

田
中

み
ゑ
（

巌

）
福

浦

奥
本
定
一
郎
（
静

二

大
佐
井

能
登

リ
ン
（
秀
太
郎
）
古
佐
井

長
谷
川

享
（

巌

）
牛

滝

池
田

伸
吾
（

洋

）
原

田

佐
藤

勇
（

一

）
原

田

和
田

は
ぎ
（
菊

治
）
大
佐
井

長

谷
川
義
雄
（
キ

ソ
）
牛

滝

若

山

建
一
（

弘

）
古
佐
井
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